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同
校
は
明
治
７
年
に
木
戸
石
学
校
と
し

て
創
立
さ
れ
、
昭
和
22
年
に
は
下
大
野
小

学
校
、
同
30
年
に
は
町
村
合
併
に
よ
り
現

在
の
合
川
北
小
学
校
と
な
り
、
同
46
年
に

は
現
校
舎
が
完
成
。
こ
れ
ま
で
に
５
１
６

９
人
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は

合
川
東
小
学
校
と
と
も
に
合
川
小
学
校
と

し
て
統
合
し
、
新
し
い
合
川
小
学
校
と
な

り
ま
す
。

　
式
典
に
は
教
職
員
を
は
じ
め
在
校
生
、

保
護
者
、
元
教
職
員
、
地
元
自
治
会
な
ど

か
ら
約
２
７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
本
日
、
長
き

に
わ
た
り
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴

史
に
幕
が
ひ
か
れ
る
こ
と
は
本
校
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、

誠
に
感
慨
深
く
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た

　
市
立
合
川
北
小
学
校
（
佐
藤
洋
子
校
長
、
児
童
数
79
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
、
３
月
22
日
に
同

校
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
２
７
０
人
が

出
席
し
小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
あ
っ
た
同
校
の
歴
史
と
伝
統

は
、
合
川
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
合
川
北
小
学
校 

閉
校
式

明
治
７
年

13
年

22
年

25
年

33
年

42
年

44
年

大
正
11
年

　

昭
和
16
年

22
年

27
年

29
年

30
年

31
年

37
年

39
年

46
年

49
年

57
年

平
成
２
年

６
年

９
年

16
年

17
年

26
年

27
年

木
戸
石
学
校
創
立
（
木
戸
石
字
屋
布
岱
１
２
２
番
地
）

第
三
十
学
区
木
戸
石
小
学
校
と
改
称

簡
易
小
学
校
と
改
称

木
戸
石
簡
易
小
学
校
と
改
称

木
戸
石
尋
常
小
学
校
と
改
称

校
舎
現
在
地
新
築
移
転
（
木
戸
石
字
屋
布
岱
35
〜
43
番
地
）

木
戸
石
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

学
制
頒
布
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

校
舎
玄
関
前
に
赤
松
の
成
木
を
植
樹
す
る

下
大
野
国
民
学
校
と
改
称

下
大
野
小
学
校
と
改
称

校
歌
制
定
（
作
詞　

畠
山
義
郎　
　

作
曲　

大
山
会
三
郎
）

創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行

町
村
合
併
に
よ
り
合
川
町
立
合
川
北
小
学
校
と
改
称

校
章
、
校
旗
制
定

髙
橋
正
吉
氏
よ
り
希
望
の
少
年
像
「
つ
よ
し
君
」
寄
贈

創
立
90
周
年
記
念
式
典
挙
行

校
舎
新
築
竣
工
記
念
式
典
挙
行

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

合
川
、
国
立
児
童
交
流
会
開
催

ソ
連
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
訪
日
団
来
校

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
挙
行　

屋
根
付
き
相
撲
場
完
成

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰

創
立
１
３
０
周
年

四
町
合
併
に
よ
り
北
秋
田
市
立
合
川
北
小
学
校
と
改
称

創
立
１
４
０
周
年

閉
校
式
典
・
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
挙
行

合
川
北
小
学
校
の
沿
革

▲校庭の一角に建立された記念碑。表に
校歌、裏に学校の沿革が刻まれています

特集：合川北小学校　１４０年の歴史に幕を下ろす

１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
輝
か
し
い
栄
光
と
実
績
は
、
地
域
は
も
と

よ
り
、
市
の
誇
り
と
し
て
未
来
永
劫
語
り

継
が
れ
て
い
く
も
の
。
在
校
生
は
寂
し
い

思
い
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
閉
校
と
統
合

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
学
校
生
活
や
様
々

な
行
事
に
一
生
懸
命
、
元
気
い
っ
ぱ
い
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
頑
張
り
で
、

必
ず
や
合
川
北
小
学
校
で
の
生
活
を
力
強

く
踏
み
出
し
、
新
し
い
礎
を
作
り
上
げ
て

く
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」
な
ど

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
佐
藤
洋
子
校
長
は
「
合
川
北
小
学
校
１

４
０
年
、
一
人
一
人
の
最
高
の
合
北
（
あ

い
き
た
）
で
有
終
の
美
を
飾
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
取
り
組
ん
だ
一
年
の
歩
み

を
紹
介
し
、「
全
校
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
た
一
年
で
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
最
後
に
「
合

川
北
小
は
大
切
な
母
校
で
あ
り
、
と
こ
し

え
に
心
の
中
に
生
き
続
け
ま
す
。
北
小
の

一
生
の
思
い
出
を
胸
に
今
、
北
小
を
巣
立

つ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
統
合
合
川
小

が
希
望
の
学
び
舎
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

が
新
た
な
伝
統
を
築
き
な
が
ら
更
な
る
成

長
を
と
げ
ら
れ
る
よ
う
心
よ
り
願
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守

り
、
励
ま
し
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　　
伊
勢
博
文
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
佐
藤
昭
洋
秋

田
県
教
育
庁
北
教
育
事
務
所
長
、
松
尾
秀

一
市
議
会
議
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
６
年
の

河
田
健
登
さ
ん
が
「
運
動
会
や
農
園
活
動
、

学
習
発
表
会
な
ど
様
々
な
行
事
を
通
し
て
、

地
域
の
こ
と
や
地
域
の
方
を
身
近
に
感
じ
、

い
つ
も
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
合
川
北
小
と

い
う
名
前
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
地

域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
作
っ
た
思

い
出
は
、
僕
た
ち
の
心
の
中
で
い
つ
ま
で

母
校
の
思
い
出
は
永
久
（
と
こ
し
え
）

に
心
に
生
き
続
け
る　
　

佐
藤
校
長

も
残
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
思

い
出
や
合
川
北
小
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、

僕
た
ち
は
合
川
小
や
合
川
中
に
い
っ
て
も

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
児
童
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
在
校
生
全
員
が
「
合
川
北
小
学

校
永
久
（
と
こ
し
え
）
に
」
と
題
し
て
呼

び
か
け
を
行
い
、「
懐
か
し
い
北
小
の
思
い

出
を
力
に
変
え
て
、
僕
た
ち
は
明
日
に
向

か
っ
て
歩
き
出
す
。
母
校
こ
そ
わ
れ
ら
が

生
命
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
。
合
川
北

小
学
校
と
こ
し
え
に
」
と
声
を
合
わ
せ
て
、

体
育
館
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
佐
藤
校
長
が
津
谷
市
長
へ
校

旗
を
返
納
、
出
席
者
全
員
で
声
高
ら
か
に

校
歌
を
斉
唱
し
、
１
４
０
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
全
員
が
校
庭
に
移
動
し
、

記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
合
川
で
は
「
思

い
出
を
語
る
会
」
が
開
か
れ
、
関
係
者
が

多
数
参
加
し
、
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

閉校
記念特集

合
川北小学校

　最後の卒業式と閉校式を行い140年の
歴史に幕を下ろした市立合川北小学校
　最後の卒業式と閉校式を行い140年の
歴史に幕を下ろした市立合川北小学校

　
　
　
　
　
　
作
詞　
畠
山
義
郎

　
　
　
　
　
　
作
曲　
大
山
会
三
郎

一
、
起
伏
す
る　
出
羽
の
山
脈

　
　
山
河
の　
う
る
わ
し
き
里

　
　
燃
え
上
が
る　
か
げ
ろ
う
の
中

　
　
生
を
う
く　
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
母
校
こ
そ　
わ
れ
ら
が
生
命

二
、
若
鮎
は　
清
き
に
住
み
て

　
　
鉾
杉
は　
直
ぐ
に
伸
び
ゆ
く

　
　
草
原
の　
大
ら
か
さ
も
て

　
　
琢
磨
す
る　
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
母
校
こ
そ　
わ
れ
ら
が
生
命

三
、
春
秋
の　
移
り
か
わ
り
に

　
　
雛
鳥
の　
希
望
は
燃
え
て

　
　
逞
し
く　
豊
け
き
い
の
ち

　
　
育
く
め
る　
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
母
校
こ
そ　
わ
れ
ら
が
生
命

四
、
山
里
の
な
か
に　
天
あ
り

　
　
白
雲
は　
飛
び
て
誘
う

　
　
人
類
の　
理
想
の
旦

　
　
永
久
に　
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
母
校
こ
そ　
わ
れ
ら
が
生
命

校 

歌

▲佐藤校長から津谷市長に校旗が返納
されました

学
校
が
積
み
重
ね
た
輝
か
し
い
栄
光

と
実
績
は
市
の
誇
り　
　

津
谷
市
長

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
頑
張
り

た
い　
　
　

河
田
健
登
さ
ん

　学校統合のため平成27年３月で閉校した合川北小学校。閉校式では、在校生
全員が登壇し、校歌の歌詞を引用して「母校こそわれらが生命」と声を合わせた後、
出席者全員で校歌を斉唱し、学び舎に別れを告げました。

け
ん
と


